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第4回

テーマ

SIAF ラウンジの立ち上げから、マネージャーとして � 年弱関わっ
ていました。芸術祭や展覧会でコーディネーターとして仕事をして
きた自分が、毎日（当時の自分としては）早起きして、毎日同じ場
所で、毎日お客さんにコーヒーを淹れることになり、私（そしてラ
ウンジも）どこへ向かっているのだろう・・・と、ふと思うことも
ありました。東京で � 児の母になり、もっと「毎日」を繰り返して
いるいま思うのは、「毎日」を続けることのすごさです。芸術祭と
いうお祭りがあってもなくても、今日も地味だけどしっかり、ゆるっ
と、ラウンジは続いている！どこに行き着くかはわからないけれど、
とにかく続けることが大切なのではと、日々成長する子どもを見て
いて思ったりします。 

植物図鑑 02

SIAF ラウンジのチョコバーは、たっぷりの
アーモンドとレーズン、ざくっときざんだ
スコーン入りの具だくさんスイーツ。SIAF
ラウンジを活動拠点にしている「SIAF ラボ」
のメンバーたちといっしょに考えたレシピ
がもとになっています。（SIAF ラボについ
ては sakusaku �� の記事をごらんください）
作成のきっかけは、おなじくメニューにあ
る手づくりスコーン。トレーにならんだで
きたてのスコーンをみるとわかるのですが、
形がちょっぴりふぞろいで、販売に向かな
いものがいくつかできてしまうことも。そ
れをかんたんに廃棄するのではなく、おい
しくよみがえらせたい！そんなふうに、み
んなで考えています。

SIAF ラウンジとわたし。

︻ 
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イ 
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「ラウンジのほんだな」第 � 弾として取り上げるのは、
「間（あいだ）」にまつわる本たちです。お気づきの

方もいるかもしれませんが、SIAF ラウンジの書籍に
は「○○と□□の間（あいだ）」というタイトルの
本が複数あります。今回はその中から、� 回目の開
催となった札幌国際芸術祭（SIAF����）につなが
りの深い、２人の著者による本をご紹介します。
取り上げるのは、大友良英 著「音楽と美術のあいだ」
と、佐藤直樹 著「無くならない　アートとデザイン
の間」。間（あいだ）にまつわる本とはいえ、この �
冊はともに、間（あいだ）にあるものはズバリこれ
だ！と言い切っている訳ではありません。音楽と美
術、アートとデザイン、それぞれ � つの分野をまた
がり活動をしてきた著者たちが捉えた「間（あいだ）」
とはどんなものか、さまざまな対談者とのやりとり
を通じて見えてくるのが本書たちの特徴です。
文面を通じて著者の人柄が見えてくることはもちろ
ん、そうした対談者たちの考える「間（あいだ）」
も窺い知ることができます。また、SIAF���� に活
かされたヒントが、そこかしこに散りばめられてい
る本たちとも言えるかもしれません。

おいしさも、環境のことも…　みんなで考えてつくっています。
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に
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色
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あ
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な
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・
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ら
し
い
の
で
す
が
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ス
タ
ッ
フ
一
同
︑
こ
の
子
の
お
花
を
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
︒
果
た
し
て
本
当
に
タ
チ
ア
オ
イ
な
の
か
︑
謎
は
深
ま
る

ば
か
り
で
す
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そ
ん
な
ミ
ス
テ
リ
ア
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で
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多
い
子
で
す
が
い
つ
も

元
気
に
皆
様
の
ご
来
室
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
︒

人との関わりが希薄に
なった今日、隣に住む
人の趣味や性格どころ
か、顔すら知らないと
いう人も多いのではな
いでしょうか。他人と
友 人 の 区 別 が 明 確 に
な っ た こ の 時 代 に カ
フェが果たす機能はそ

の中間としてあり続けることではないかと私は思い
ます。コロナ禍で会話が難しい状況ですので、SIAF
ラウンジスタッフおすすめの書籍をご紹介し、皆様
と関わるきっかけになればと思います。
今回ご紹介する書籍は、「ヤノマミ」です。ヤノマ
ミとは、ブラジルとベネズエラの国境にある深い森
の中で１万年にわたり独自の文化や風習を守り続け
る先住民族。本書は著者らの ��� 日間に及ぶ同居生
活の体験が綴られたルポルタージュです。ヤノマミ
の暮らしは文明圏に住む我々からすると常軌を逸し
たもので、衣食住や娯楽の違いだけでなく、彼らの
持つ精神世界の恐ろしさに驚かされます。我々が社
会の中で巧妙に隠してきた感情を、彼らは剥き出し
のまま人や自然と対峙しており、その中で生まれた
文化は人が本来持っていた暴力性や無垢さが強く反
映されたもの
で し た。そ れ
を目の当たり
にした著者は
次第に心の中
にある「何か」
を突き動かさ
れ、心 身 が 壊
れていきます。
誰 も が そ の 理
由 を 遠 い 国 の
こ と と 片 付 け
る こ と は で き
な い。そ ん な
結 末 と 知 ら な
い 自 分 の 一 面
を 教 え て く れ
る一冊です。
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